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長

坂

成

1■0

何

序

　　
　

高
乗

勲
氏

の
発
見
・所
蔵
に
か
か
る
永
和
本

『太
平
記
』
(と
認
定
さ
れ
て
い
る

　　
　

古
写
本
)

は
、
諸
本
の
巻
三
十
二
相
当

の
み
の
零
本
だ
が
、
そ
の
書
写
年
代

(永

　

和
元
年
即
)

の
圧
倒
的
な
古
さ
の
故
に

『
太
平
記
』
成
立
当
初
の
本
文
の
様
相
を

　

知
る
上

で
極
め
て
貴
重
な

一
本
で
あ
る
。

　
ヨ
　

ま
た
神
田
本

『太
平
記
』

(十
五
世
紀
中
頃
の
書
写
か
)巻
三
十
二
は
、
本
文

の
所

々
に
二
つ
の
詞
章
を
併
記

(割
注
形
式
)
し
、
そ
れ
ぞ
れ
玄
玖
本
系
統
と
永
和
本
系

　
る
　

統
の
本
文

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
巻
三
十
二
は
、
永
和
本

と
い
う
南
北
朝
期
の
写
本
が
存
在
す
る
が

た
め
に
、
本
文
研
究
上
注
目
す
べ
き
巻

で
、
既
に
鈴
木
登
美
恵
氏
は
永
和
本

・
玄

玖
本

・
西
源
院
本

・
神
田
本

・
天
正
本

・
梵
舜
本

の
六
本
を
対
象
に
し
て
、
諸
本

　
　
　

 の
先
後
関
係
を
ほ
ぼ
左
図
の
よ
う
に
提
示
し
た
。

園

神
田
本

(独
自

の
増
補
改
訂
)

梵
舜
本

が
、
永
和
本
と
同
系
統

(即
ち
南
北
朝
期
の
本
文
の
様
相
を
伝
え
る
)
と
認
定
で
き

る
伝
本
は
現
存
諸
本
の
中
に
は
存
在
せ
ず
、
や
や
孤
立
し
た

一
本
で
あ

っ
た
。
こ

こ
で
と
り
あ
げ
る
宝
徳
本
は
、
そ
の
安
永
年
間
の
模
写
本
は
巻

一
か
ら
巻
十
ま
で

し
か
残
存
し
な
い
が
、
河
村
秀
頴
校
合
本

(名
古
屋
市
立
鶴
舞
中
央
図
書
館
河
村
文
庫

　　
　

蔵
の
整
版
本
)
の
出
現
に
よ
っ
て
、
巻
十

一
以
降
の
本
文
の
大
部
分
が
復
元
で
き
る

　　
　

こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
宝
徳
本
巻
三
十
三

(宝
徳
本
は
玄
玖
本
な
ど
の

巻
二
十
六

・
二
十
七
の
二
巻
に
相
当
す
る
部
分
を
巻
二
十
六
・
二
十
七

・
二
十
八
の
三
巻
に

分
け
て
い
る
た
め
巻
数
が
一
巻
ふ
え
、
宝
徳
本
巻
三
十
三
が
永
和
本
巻
三
十
二
に
相
当
す
る
)

の
本
文
は
、
永
和
本
巻
三
十
二
の
本
文
に
最
も
近
く
、
同
系
統
と
看

徹
し
て
さ
し

つ
か
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。

以
下
は
そ
の
確
認
作
業
の
報
告
に
過
ぎ
な
い
。

二

目
録
に
つ
い
て

ま
ず
宝
徳
本
巻
三
十
三
の
目
録
を
示
し
て
お
く
。

宝
徳本

巻
頭
目
録

綴
濃

臨

探
異
包

永和

本
章段

目
録

(
ナ
シ
)

○
茨
宮
御
即
位
事
文和

二
年
八且

Hモ

日x無劔璽御即位無例事

茨宮

即
位
事(章段立てず)

*国 文学研究室
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要紀学大良奈

x
山
名
右
衛
門
佐
為
敵
事

×
武
蔵
将
監
自
害
事

x
佐
々
木
秀
綱
討
死
事

×
山
名
攻
落
京
事

×
南
朝
与
直
冬
合
躰
事

×
獅
子
国
事
行

○
虞
舜
高
孝
事

×
直
冬
上
洛
事

鬼
切

×
鬼
丸
コ

事

闇

×
神

内

軍

事

(ナ

シ
)

x東
寺
登

調

x
八
幡
御
詫
宣
事

山
名
右
衛
門
佐
為
敵
事

武
蔵
将
監
被
討
事

北
国
下
向
之
時
秀
綱
打
死
事

山
名
左
衛
門
佐
還
国
事

直
冬
與
吉
野
殿
合
射
事

獅
子
国
事

虞
舜
事

直
冬
朝
臣
京
都
発
向
事

鬼
丸
鬼
切
事

鬼
切
事

神
南
軍
事

京
軍
事

(章
段

立

て
ず
)

右
の
上
段
に
み
る
よ
う
に
巻
頭
目
録

で
の
宝
徳
本
と
永
和
本
の
差
異
は
微
細
な

表
記
上
の
そ
れ
に
過
ぎ
ず
、
両
者
の

一
致
を
認
め
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

宝
徳
本
の
目
録
の
う
ち

×
印
を
付
し
た
も
の
は
、
本
文
中
で
の
章
段
区
分
は
な

く
、

「宝

二
此
段
読
続
く
」
と
か
の
注
記
に
よ

っ
て
、
前
段

に
引
き
続

い
て
書
か

れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
本
文
中
に
章
段
区
分
が
あ
る
の
は
○
印
を
付
し
た
三
章

段
の
み
で
あ
る
。
永
和
本
で
も
本
文
中

の
目
録
は
、
下
段
に
示
し
た
よ
う
に
、
巻

頭
目
録
と
は
表
現
に
少
し
く
差
異
が
あ

り
、
章
段
区
分
を
し
な
い
箇
所
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
各
段
落
で
の
目
録
は
便
宜
的
な
も
の
で
、
巻
頭
目
録
と
本
文
中
の
章

段
分
け
と
を
明
確
に
対
応
さ
せ
て
整
備
す
る
と

い
う
意
識
は
ま
だ
希
薄
で
あ
る
。

三

特
徴
的
詞
章

巻
三
十
三
の
場
合
も
、
天
正
本
の
類

の
諸
本
は
記
事
構
成

・
詞
章
と
も
に
大
き

な
異
同
が
あ
る
が
、
そ
の
他
の
諸
本
間
で
の
本
文
異
同
は
、
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な

く
詞
章
の
面
に
限
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
宝
徳
本
と
整
版
本
と
の
校
異
が
示
さ
れ
る
箇
所
の
う
ち
、
質
的
量
的
に

宝
徳
本
の
本
文
の
性
格
を
際
立
た
せ
る
十
余
例

の
本
文
を
掲
出
し
、
特
に
永
和
本

と
の
校
異

(本
文
の
右
に
記
す
)
を
示
し
つ
つ
、
諸
本
と
の
異
同
を
略
記
し

い
さ
さ

か
の
覚
え
書
き
を
付
す
。
こ
こ
で
扱
う
諸
本
は
古
態
本

(
甲
類
本
)
と
さ
れ
る
神

田
本

・
西
源
院
本

・
玄
玖
本

(南
都
本
系
諸
本
は
玄
玖
本
に
同
じ
で
あ
る
た
め
略
す
)

　
　
　

を
中
心
に
し
、
適
宜
他
の
諸
本
に
も
言
及
す
る
。

ω

「無
劔
璽
御
即
位
無
例
事
」
の
う
ち
、
元
弘

・
建
武
以
来
、
火
災
で
焼
失
し

た
殿
舎

・
寺
院
の
名
を
列
挙
す
る
条
。

卜

回
緑

二
逢

ヌ
ル
所

々
ヲ
数

レ

ハ
先
内
裏

ノ
馬
場
几
准
后

御
所
式
部
卿
親
王

ノ
常
盤
井

伏
見
院

殿
兵
部
卿
宮
ノ
ニ
条
ノ
御
所
城
南
離
宮
ノ
鳥
羽

荒

ア
久

、
キ
…

十
楽
院
梨
本
青

蓮
院
妙
法
院

ノ
白
河
殿
大
覚
寺

ノ
御
山
荘
洞
院

左
府

ノ
亭
宅
大
炊
御
門
内
府

ノ
亭
吉

田

ノ
内
府

ノ
ヒ
白
河
近
衛

ノ
南
殿

ノ
小
坂
殿
為
世
卿

ノ
和
歌
所

三
条

ノ
大
納
言
栖
馴

シ
砒

2

シ

沙
門
堂
旧
占
塩
竃

!

、
ヲ
模

サ
レ

・
淳
風
坊

ノ
旧
跡

三
台
五
門

ノ
曲
阜
以
下
都

テ
一二
百

廿

マ
テ

勝

成

・
余
箇
所
此
ノ
時
二
当
テ
焼
ニ
ケ
リ
仏
閣
僧
坊
二
至
司

法
城
寺
法
勝
寺
双
林
寺
長
楽

講

●
●
●
●

寺
六
僧
房
清
水
寺
皮
堂
慶
受
寺
北
霊
山
西
福
寺
宇
治
平
等
院
同
宝
蔵
葉
室
寺
六
波
羅
ノ

地
蔵
堂
紫
野
ノ
寺
東
福
寺
雪
林
ノ
塔
頭
大
龍
庵
夢
窓
国
師
ノ
建
ラ
レ
シ
天
龍
寺
二
至
ル

マ
テ
禅
律
院
院
御
祈
祷
三
十
余
箇
所
ノ
仏
閣
モ
皆
此
ノ
時
二
焼
ニ
ケ
リ

(欝

驚

錨
蝉
神
田本⑱

固
有
名
詞
を
列
挙
す
る
箇
所
の
常
と
し
て
、
こ
こ
も
本
文

の
錯
雑
甚
だ
し

い
が
、

宝
徳
本
と
永
和
本
と
の
相
違
は
見
る
如
く
僅
少
で
、
他
本
と
は
少
し
く
隔
り
が
あ

る
。
波
線
部
①
を
宝
徳
本
に
同
じ
く

「荒
テ
久
シ
キ
」
と
す
る
の
は
神
田
本

・
西

源
院
本

・
梵
舜
本

(
61
)
で
、

「竹
田

二
近
キ
」
と
す
る
の
は
玄
玖
本

・
毛
利
家
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本

・
義

輝

本

(
12

)

・
流

布

本

。

ま

た

②

の

「
塩

竃

ノ
浦

ヲ
模

サ

レ
淳

風

坊

」

の

　

あ
た

り
、

神

田

本

・
西

源
院

本

・
梵

舜

本

は

融
大
臣

之
跡

ヲ
慕

フ
千
種
宰
相
之
新
亭

(西
源
院
本
)

玄
玖

本

・
流

布

本

は

頼
基
ガ
天

ノ
橋
立

跡
旧

テ

〔A
〕
塩
竃

ノ
浦

ヲ
模

セ
シ
河
原
院
、
中
書

王

ノ
古

ヲ
慕

テ

立

シ
花
園

ヤ
融

ノ
大
臣

ノ
　

ヲ
慕
千
種
宰
相

ノ
新
亭

(流
布
本
)

と

宅

舎

が

ふ

え

、

更

に
毛

利

家

本

・
義

輝

本

は

〔
A

〕

に

「
与

佐

浦

浪

荒
.ハ
テ

ヌ
」

　

(義
輝
本
12
)
が

入

っ
た

り

し

て

い

る
。

2

ω

「
山
名
右
衛
門
佐
為
敵
事
」
の
六
月
九
日
洛
中
合
戦

の

一
節
。

此

ヨ
リ
遥

二
敵

ノ
陣

ヲ
見

レ

ハ
鹿
谷
神
楽
岡

ノ
傭

北

豪

々

ノ
旗

二
三
百
謬

遡

ア
四

ツ
目

結

ノ
旗

一
流
真
如
堂

ノ
前

二
下

リ
合

フ
タ
リ
誰

ソ
ト
見

レ

ハ
佐

々
木

d

甲
ノ
判

官

定
詮
也
和

田
楠
此
敵

ノ
気

ヲ
計

テ
猶
平
野

二
帯

キ
出

サ

ン
為

二
法
勝
寺

ノ
西

ノ
門

ヲ

リ

タ

　
タ

打

通
引

二
条

河
原

ヘ
チ
ト
引
退
キ
列

レ

、
案

ノ
如

ク
佐

々
木

五
百
余
キ

『
デ
懸
出

タ
)

カ

和

田
楠

.
千

余
騎

ノ
勢
東
西

二
開
合

セ
テ
散

々

二
射

ル
射

レ
共

佐

々
木
事

ト

モ
セ

ス
敵

ソ
…

摩

ヲ
三
方

二
相

ウ
ケ

テ
火

ヲ
散

テ

・
戦

タ
ル
山
名

力
執
事
小
林
右

京
亮
手
合

ノ
合
戦

シ
違

テ
敵
認

漏

け
諄

旛

矯

り
篭

.u
3

横
合
二
合
テ
攻
戦
フ
佐
々
襲

コ　.
二
手
痛

ク
懸

ラ

レ
テ
叶

ハ
シ
ト

ヤ
思

ケ
ン
後
陣

ノ
荒
手

二
譲

テ
神
楽
岡

へ
引
退

ク

(酌難

蜥嘉

矯

神田本脚一

こ
の
部
分
は
注

(
4
)
の
論
文
に
、

天
正
本
が
玄
玖
本
的
本
文
と
永
和
本
的
本

文
と
を
混
在
さ
せ
て
い
る
例
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

宝
徳
本
は
永
和
本
に
存
す
る
点
線
③

の
詞
章
を
欠
く
か
、
両
者
文
意
通
じ
て
お

り
宝
徳
本

の
脱
文
と
も
言
え
な
い
。
両
本
の
相
違
は
こ
の
程
度
で
同
系
統
と
言
え

よ
う
。
西
源
院
本
は
永
和
本
と
は
別
系
統
の
本
文
で
、
波
線
部
①
は
な
く
そ
の
や
や
後

に

佐
々
木
大
夫
判
官
氏
頼
諜

琵

遁
世
三
茜

山
辺
二
隠
レ
居
タ
リ
ケ
ル
頃
タ
舎
弟
五

郎
右
衛
門
晶

山
世
務
二
代
テ
国
之
権
柄
ヲ
把
シ
カ
バ

と
い
う
佐
々
木
家
の
家
の
事
情
を
種
明
か
し
す
る
独
自
の
詞
章
を
持
ち
、
梵
舜
本

(67
)

・
流
布
本
も
こ
の
本
文
を
継
承
す
る
。
西
源
院
本
の
こ
う
し
た
説
話
癖
は

少
し
く
天
正
本
の
類
に
通
じ
る
。

神
田
本
は
波
線
部
①
の
直
後
に

敵
陣
皆
山
二
よ
り
木
か
け
二
ひ
か
へ
た
れ
ハ
勢
ノ
多
少
も
見
え
わ
か
ズ

(41
上
)

　

と
い
う
玄
玖
本

(靭
二
、
三
行
)
に
み
え
る

一
文
を
有
し
、
神
田
本
が
玄
玖
本
的
本

文
と
永
和
本
的
本
文
と
を
併
せ
持

つ
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

永
和
本

(宝
徳
本
も
)
の
波
線
部
①

・
②
あ
た
り
に
は
佐
々
木
定
詮
の
奮
戦
ぶ
り

を
強
調
す
る
筆
致
が
み
え
、
玄
玖
本
と
比
較
す
る
と
そ
の
姿
勢
は
顕
著

で
あ
る
。

⑧

「
直
冬
上
洛
事
」
の
う
ち
斯
波
高
経
が
尊
氏
に
叛
し
た
理
由
を
記
す
条
。

　

　

事

ノ
起
リ

ヲ
尋

ヌ
レ

ハ
先
年
越
前

ノ
足
羽

ノ
合
戦

ノ
時
此
高
経
朝
臣
朝
敵

ノ
大
将
新
田

　

左
中
将
義
貞

ヲ
討

テ
源
並
u累
代

ノ
重
宝

二
鬼
丸
鬼
切

ト
云

二
振

ノ
太
刀

ヲ
取
給
ピ

タ
リ

A

(ナ

シ
)

シ
ヲ
辮
軍
讐

ヲ
以

テ
日疋
ハ
末
々

ノ
源
氏

ナ
、
ト

・

、

斐

急
キ
日

ヲ

、

ハ

当
署

嫡
流
相
伝
ス
ヘ
シ
ト
度
々
被
仰
ケ
ル
ヲ
高
経
堅
ク
惜
テ
遂
一
出
サ
・

ス
将

軍
是

二
依

テ
朝
敵

ノ
大
将

ヲ
討
タ
リ

ッ
ル
忠
功
抜
群
也

ト
イ

へ
共

サ

マ
テ
ノ
恩
賞

　

ヲ
モ
不
被
行
触
事

テ

ハ
面

目
ナ
キ
事

共
多
カ
リ
ケ

ル
間
高
経
是

ヲ
憤

テ
・-

齋
簿

総

神田本鰯⑱

永
和
本
は
傍
線
A
の
部
分
を
欠
く
が
、
こ
れ
で
は
文
意
通
ら
ず
脱
文
と
思
わ
れ

る
。
西
源
院
本
は
波
線
部
①
に
高
経
が
二
刀
を
隠
し
た
こ
と
を
伝
え
る
次

の
文
言

を
持

つ
。

此
二
振
ノ
太
刀
ハ
長
崎
ノ
道
場
二
預
措
テ
候
シ
ヲ
彼
道
場
炎
上
ノ
時
焼
テ
候
ト
テ
少
シ
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似
タ
ル
太
刀
ヲ
ニ
振
取
替
焼
損
シ
テ
ソ
被
出
ケ
ル
此
事
有
ノ
儘
二
京
都
へ
聞
ヘ
ケ
レ
ハ

将
軍
大

二
念
テ

コ2
の
例
と
同
様
、
事

の
裏
話
を
伝
え
る
西
源
院
本
の
説
話
癖
と
言
え
よ
う
か
。
こ

〔

　

の
詞
章
は
玄
玖
本

・
義
輝
本

(
16
)

・
梵
舜
本

(
94
)

・
流
布
本

・
お
よ
び
神
田

　

本
の
右
側
の
詞
章
に
共
通
す
る
。
神
田
本
の
左
側
は

「申
さ
れ
け
れ

ハ
将
軍
是

二

よ
っ
て
」
と
あ
る
。
高
経
が
将
軍
を
斯

こ
う
と
し
た
こ
の
挿
話
を
載
せ
な
い
伝
本

　　
　

と
し
て
、
宝
徳
本
は
永
和
本
お
よ
び
書

陵
部
本
に
の
み
共
通
す
る
。

勾

「
鬼

丸

鬼

切

事

」

の
各

刀

に
関

す

る
話

の
末

尾

部

分

。

〔

(
鬼

丸

事

)

誠

二
此

ノ
鬼

ヤ
化

メ
人

ヲ
悩

シ
ケ

ン
時
政
忽

二
心
地
直

リ
テ
其
後

ヨ
リ

ハ
鬼
形

ノ
者
夢

ニ
モ
見

ヘ
サ
リ
ケ
リ
サ

テ
コ
ソ
此

ノ
刀

ヲ
鬼
丸
ト
名
付

テ
高
時

ノ
代

二
至

ル

マ
テ
身

ヲ

ト

ハ
ナ

ン

不
放
守
与

シ
タ
リ
ケ
川
.

(鱗

　驕

神
田本
5

西

源

院

本

は

こ

の
後

に
、

高

時

滅

亡

後

、

鬼

丸

が

時

行

・
義

貞

へ
と
伝

わ

っ
た

後

日
諏

を
載

せ

、

流

布

本

も

そ

れ

を
承

け

る

。
玄

玖

本

・
神

田

本

に

は

な

い
。

(
鬼

切

事

)

其
頭
中

二
飛
揚

リ
テ
太
刀

ノ
鋒

ヲ
三
寸
韓

切

テ
ロ

ニ
乍
含
半
時
計
跳
上

々
々
吠
葱
リ

ケ

ル
カ
遂

ニ
ハ
地

二
落

テ
死

ニ
ケ
リ
其
形

ハ
尚

綱

ヲ
捨

ス
破
風

ノ
破

ヨ
リ
飛
去

テ
遥

ノ
天

二
上

リ
ケ

リ
今

二
至

ル
マ
テ
渡
辺
党

ノ
家
作

二
破

風

ヲ
セ
サ
ル

ハ
此

ノ
故
也

其

ノ
後
此

ぼ

ノ
太
刀
多

田
満
伸

力
手

二
渡

テ
信
濃
国
戸
蔵
山

ニ
テ
又
鬼

ヲ
切

タ
ル
事

ア
リ
依

之
其
名

麟
戴
鍵
墨

鬼
丸
事
と
同
様
、
右
の
後
に
西
源
院
本
は
こ
の
太
刀
が
作
ら
れ
て
か
ら
源
頼
光

の
許
に
至
る
ま
で
の
伝
来
を
記
す
。
流
布
本
も
同
様
。

集
成
志
向
の
顕
れ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
も
西
源
院
本

の
説
話

5〕

「
神

南

合

戦

事

」

の
冒

頭

。

〔
去
程

二
将

軍

ハ
持
明
院

ノ
主
上
ヲ
守
護

シ
奉

テ
近
江
国
四
十
九
院

二
落
止

リ
宰
相
中
将

義
詮
朝
臣

ハ
西
国

ヨ
リ
上
洛

セ

ン
ス
ル
敵

ヲ
支

ヘ
ン
為

二
播
磨
ノ
鵤

二
兼

テ
在
庄

シ
給

ユ

ヒ
タ
リ
ト

ヘ
シ
カ

ノ

岐
佐

々
木
仁
木

ノ
右
京

ノ
大
夫

三
千
余
騎

ニ
テ
四
十
九

2

院

へ
馳
参

ル
四
国
西
国

ノ
兵

ハ
一
万
余
騎

ニ
テ
鵤

へ
馳
参

ル

(辮

　羅

神
田本謝)

こ
の
部
分
は
神
田
本
が
永
和
本
的
な
詞
章
と
玄
玖
本

・
西
源
院
本
的
詞
章
と
の

混
合
形
態
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
す
例
と
し
て
注

(4
)
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。

即
ち
玄
玖
本

・
西
源
院
本
が
波
線
部
①
を

,①
近
江
美
濃
尾
張
参
河
遠
江
伊
賀
伊
勢
之
勢

ハ

(西
源
院
本
)

波
線
部
②
を

,②
阿
波
讃
岐
備
前
備
中
播
磨
美
作
之
勢
ハ

と
各
々
国
名
を
列
挙
す
る
形
を
と
る
の
に
対
し
、
神
田
本
は
①
①
、
②
②
を
混
在

重
複
さ
せ

て
い
る
。

こ
の
部
分
は
本
文

の
ゆ
れ
が
大
き
く
、
諸
本
は

。
永
和
本

・
毛
利
家
本

・
流
布
本
の
類

。
玄
玖
本

・
西
源
院
本

・
京
大
本
の
類

。
神
田
本
の
類

。
義
輝
本

・
天
正
本

の
類

の
四
類
に
分
か
れ
る
。

6〕

「神
南
合
戦
事
」

の
う
ち
、
山
名
師
氏
の
布
陣
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
。

〔
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山
名
右
衛
門
佐
師
氏
始
ノ
霧

一ア
議
シ
タ
リ
ケ
ル
カ
神
南
ノ
敵
芋

ア
ノ

大
勢

ナ
ラ
ス
ト
見

ス
カ

シ
テ
日
来

ノ
議

ヲ
翻

メ
八
播

二
拉

ヘ
タ

ル
南

方

ノ
勢

ト

一
二
成

　

ニ

テ
先
神
南

ノ
夜
打

寄
リ
楯

ノ
板

ヲ
シ
メ
シ
馬

ノ
腹
帯

ヲ
堅

メ
テ
宰
相
中
将
義
詮
朝
臣

ノ

陣
神
内

ノ
山

へ
推
寄

ル
此

ノ
陣
始

ヨ
リ
三
所

二
分

レ
テ
西

ノ
尾
崎

ヲ

ハ
赤
松
律
師
則
祐

功

レ
噸

㍗
唖
佐
々
木

佐
渡

ノ
判
官
入
道
道
誉

力
若
党

ト

モ
千
余
騎

ニ
テ
堅

メ
タ
リ
南

ノ

　
　
　

尾
崎

ヲ
ハ
細
河
右

馬
頭
頼

之
同
伊
予
守
繁
氏
西
国
中
国

ノ
勢
相
共

二
二
千
余
騎

ニ
テ
堅

騨

断　講

脚
當
本珊)

こ
の
部
分
も
注

(
4
)
論
文
で
永
和
本

・
玄
玖
本

・
神
田
本

・
梵
舜
本
の
本
文

も
掲
出
し

(
63
頁
)
、
神
田
本

・
梵
舜
本
が
各
々
別
の
形
で
、
永
和
本
と
玄
玖
本

と
の
混
合
形
態
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
そ
れ
以
上
に
付
言
す
る
こ
と
は
な
い
。

書
陵
部
本
は
こ
こ
も
永
和
本

(宝
徳
本
)
に
同
じ
詞
章
を
持

つ
。
毛
利
家
本
は

波
線
部
①
の
直
前
に

サ
ラ
バ
先
ス
ル
ニ
人
ヲ
制
ス
ル
利
ア
ル
ヘ
シ
ト

と
い
う
玄
玖
本

・
西
源
院
本
に
も
あ
る
文
言
を
有
し
、
ま
た
西

・
南
の
布
陣
の
人

　

名
も
詳
細

で
、
義
輝
本

(
17
)

・
天
正
本
に
同
じ
本
文
で
あ
る
。
書
陵
部
本
と
は

2

異
な
る
。

ω

「
神

南

合
戦

事

」

の
う

ち

、

佐

々
木

黄

旗

一
揆

の
活

躍

の
条

。

佐
々
木
力
黄
旗

一
揆

ノ
中

ヨ
リ
大
鍬
形

二

一
様

ノ
母
衣
懸

タ

ル
武
者
三
人
己

力
結

タ

ル

に

・
●
●

●
●
●
●
●
●
・

鹿
垣
切

テ
押
破
り
日
本

一
ノ
大
剛

ノ
者
物
見
勘
解
由

左
衛

門

ノ
尉
箕
浦
四
郎
左
衛
門

馬

滞
新
左
衛
肺
真
前
懸

テ
討
死
仕

ル
ソ
死
残

川
人

ア
デ
パ

語
テ
子

孫
ー二
名

ブ
伝

ーヘ
ヨ
ト
声

　
　

　

　

々
二
名
乗
呼
ハ
テ
斬
死
調
,訓
ゾ
死
剣
ゲ
レ
粟
原
ゴ
藤
五
郎
海
老
名
ノ
新
左
衛
門

一
宮
弾

正

左
衛
門
有

種
打
死

シ
タ
ル
死
骸

ノ
上

ヲ
ツ

ン
ト
跳
越

テ
鋒

ヲ
合

セ
テ
火

ヲ
散

シ
ケ

ル

間

山
名

力
前
カ
ケ

ノ
兵

共

チ
ト

シ
ト

ロ
ニ
成

テ
見

ヘ
ケ

ル
ヲ
右
衛

門
佐
大
音
声

ヲ
揚

テ

前
陣
戦
労

レ
テ
見

ユ
ル
ソ
後
陣
入
替

テ
ア
ノ
敵
討
ト
下
知

ス
レ
ハ
伊
田
波
多
野

ノ
早
雄

顯

勲
禰

藩
渡今

こ
の
部
分
も
梵
舜
本
が
永
和
本
的
詞
章
と
玄
玖
本
的
詞
章
と
の
混
合
形
態
で
あ

る
こ
と
の
例
証
と
し
て
注

(4
)
論
文

に
掲
出
さ
れ
る

(
63
64
頁
)
。

宝
徳
本
は
傍
線
部
の
人
名
に
永
和
本
と
相
違
が
あ
る
が
永
和
本
的
本
文
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
神
田
本
が
永
和
本
的
本
文
と
玄
玖
本
的
本
文
と
の
混
合
形
態
で
あ
る
こ
と

が
明
瞭
に
窺
え
る
の
で
次
に
示
す
。

〔玄
玖
本
〕

佐
々
木
力
黄
旗

一
揆
ノ
中
ヨ
リ
大
鍬
形
二」
様
ノ
母
衣
懸
タ
ル
武
者
三
人
鹿
垣
ヲ
切
テ

ミ

ミ

推
破
リ
近
江
国
住
人
江
見
勘
解
左
衛
門
尉
某
真
先
二
懸
テ
打
死
仕
ソ
人
二
語
テ
末
代
二

名
ヲ
留
ヨ
ト
称
テ
太
刀
ノ
鋒
ヲ
進
テ
小
跳
メ
ソ
懸
リ
ケ
ル
左
方
ヨ
リ
後
藤
三
郎
左
衛
門

尉
其
明

一
宮
弾
正
左
衛
門
尉
有
種
粟
飯
原
彦
五
郎
某
海
老
名
新
左
衛
門
尉
某
ト
四
人
高

声
二
7
テ
或
ハ
河
ヲ
渡
シ
或
ハ
切
テ
入
ル
合
戦
コ
ソ
先
懸
ハ
一
人
二
定
レ
彼
様
ノ
広
見

一
人

モ
死
残

ル

ア
ラ

ハ
謹
擦

二
立

テ
給
候

ヘ
ト
呼

テ
寄
手
数
万

ノ
大
勢

ノ
中

へ
唯

四
人
切

テ
入

ル
山
名
右
衛

門
佐
大
音
声

ヲ
上

テ
寄

二
人

ハ
無
鰍
彼
討

テ
先
軍
神

二
祭

レ
ト
下
知

シ
ケ
レ

ハ
位
田
波

ミ

多
野

ノ
速
リ
雄

ノ
若
武
者
共
廿
余
人
馬

ヨ
リ
飛
下
リ
抜

烈

テ
渡
合

〔神

田
本

〕

佐
々
木

が
兵
黄

ハ
タ

一
揆

ノ
中

ヨ
リ
大

ク
ワ
が
た

二
一
や
う
の
ほ
ろ
か
け
た
る
武
者
三

人
己
が
,結
だ
る

し

、
が
き

ヲ
切

て
お
し

や
ぶ
ゆ
副
本
,↓
/

犬
剛
,の
者
近
江
国

ノ
住
人
江

ロ
コ
コ

ロ
ミ

見
か
け
ゆ
左
衛
門
尉
盛
範
当
陣
の
真
前
か
け
て
打
死
二
仕
ル
ブ
死
ぢ
残
る
人
あ
引
バ
人

ぢ
語
ッ
て
鶉

蝋

よ
と
こ
ゑ
≦

な
の
っ
て
太
刀
の
き

さ
き
ヲ
な

ら

べ
小
お
ど
り

メ
進

メ

ハ
切
死

二
に
こ
そ
死
に
け
れ
左

ノ

よ
り
ノ
藤

三
郎
左
衛
門
基
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蝋

粟
原
彦
五
郎
海
老
名
新
左
衛
門

一
宮
弾
正
左
衛
門
有
種
四
人
高
声
二
な
の
つ
て
河
ヲ

わ

た
し
城

へ
切

て
い
る
か
せ
ん

コ
ソ
さ
き
か

け

ハ

一
人

二
定

レ
か
や
う

の
ひ
ろ
ミ

ノ
軍

ニ
ハ
敵
と

一
番

二
打
ち
が

へ
た
る

ヲ
も

つ
て
さ
き

が
け
と

ハ
申
ゾ
御
方

一二

人

も
死

二

残

る
人
あ

ら

ハ
謹
擦

二
た
ち

て
た

ひ
候
ら

へ
と

よ
ば

ハ
り

て
よ
せ

て
数

万
の
大
勢
中

へ

只

四
人
切

て
い
る
打
死
し
た
る
死
が

い
の
う

ヘ
ヲ
づ

ん
ど
越

て
鋒

ヲ
合

せ
て
火

ヲ
散

ら

し
け
る
間

山
名

さ
き
が
け

の
兵
ち
と
し
ど
う

二
な
り

て
見
え
け
る

ヲ
山
名
右
衛
門
佐

大

音
声

ヲ
あ
げ

て
御
方

ニ

ハ
な
き
か
前
陣
戦

つ
か
れ

て
見
ゆ
る
ゾ
後
陣
入
替

て
あ
の
敵

あ
れ
う
つ
て
マ
ヅ
軍
神
ニ
マ
ツ
レ
と

知
蕪

ヘ
ツ

伊
田
は
た
の
已
下
ノ
ハ
ヤ
リ
雄

の
若
我

慰

扶

馬
よ
り
と
び
お
り
ー

抜
つ
れ
て
わ
た
り
あ
ふ

神
田
本
に
付
し
た
点
線
部
は
永
和
本

(宝
徳
本
も
)
的
本
文
を
承
け
、
波
線
部

分
は
玄
玖
本
的
本
文
を
承
け
て
い
る

こ
と
を
示
す

(永
和
本

・
玄
玖
本
に
共
通
す
る

詞
章
に
は
傍
線
を
付
し
て
い
な
い
)。
神
田
本
が
両
本
の
詞
章
を
適
宜
採
用
し
て
、
よ

り
詳
細
な
叙
述
を
作
り
上
げ
て
い
る

こ
と
が
鮮
明
に
看
取
出
来
る
。

　

西
源
院
本
は
ほ
ゴ
玄
玖
本
に
同
文
だ
が
少
異
が
あ
る
。
流
布
本
は
梵
舜
本

(
01

　0
)
を
承
け
る
。

1
の

「
神

南

合

戦

事

」

の
四

国

・
中

国

勢

敗

戦

の
条

。

し

　

　
　

　

先

一
番

二
進

テ
戦
ケ

ル
四
国
勢

ノ
中

二
秋
間
兵
庫

ノ
助

兄
弟
三
人
生
夷
四
郎
左
衛
門

一

族
十

二
人

一
足

モ
引
カ

テ
討

レ

ニ
ケ
リ
是

ヲ
見

テ
備

前
国
住
人
須

々
木

三
郎
左
衛
門

父

子
兄
弟
六

人
入
替

テ
戦

ケ
ル
カ

ッ
＼
ク
御
方

ナ
ケ

レ
ハ
是

モ

一
所

ニ
テ
討

レ
ニ
ケ
リ
是

ヨ
リ

一
陣

二
陣
共

二
散
靡

テ
楯

ノ
端

ユ
ル
キ
兵

シ
ト

ロ
ニ
見

ヘ
ケ

ル
ヲ
山
名

力
兵

得
タ

リ
賢

シ
ト
勝

二
乗

テ
攻
付

ケ
ル
間
四
国
中
国

ノ
勢

三
千
余

騎
山

ヨ
リ
北

ヘ
マ
ク
リ
落

サ

癒

跡
継

雷
本◎

宝
徳
本
と
永
和
本
は
右

の
校
異
に
み

る
程
度
で
殆
ん
ど
同
文
で
あ
る
。
こ
の
部

分

、

玄

玖

本

は
次

の

よ
う

で

あ

る
。

先

一
番

二
敵

二
合

タ

ル
四
国
勢

ノ
中

二
秋
間
兵

庫
助
兄
弟
三
人
生

稲
四
郎

左
衛
門
尉

一

族
十

二
人

一
足

モ
挽

テ
被

討

ニ
ケ
リ
見
之
坂
東
坂
西
藤
家
橘
家

ノ
者
兵
少
余

テ
見
ケ

ル

くヲ
備
前
国
住
人
鰭
三
郎
左
衛
門
尉
父
子
兄
弟
六
人
入
替
テ
闘
ケ
ル
カ
烈
ク
寄
無
ケ
レ
ハ

是
モ
一
所
ニ
テ
皆
被
討
ニ
ケ
リ
其
後
此
陣
色
メ
キ
テ
兵
混
二
見
ケ
ル
ヲ
小
林
民
部
蒸
得

タ
リ
賢
ト
乗
勝
テ
短
兵
急
二
拉
ン
ト
揉
二
揉
テ
責
ケ
ル
間
四
国
中
国
ノ
勢
三
千
余
騎
山

ヨ
リ
北
へ
捲
落
サ
レ
テ

点
線
部
は
永
和
本

(宝
徳
本
も
)
に
特
徴
的
な
詞
章
、

一
方
波
線
部
は
玄
玖
本
に

特
徴
的
な
詞
章
で
あ
る
。
神
田
本
は
こ
こ
で
も
右

の
両
本
の
特
徴
的
詞
章
を
併
せ

有
す
る
混
合
形
態
で
、
流
布
本
は
神
田
本
的
本
文
を
承
け
て
い
る
。

9

「
神

南

合

戦

事

」

の
中

の
、

山

名

軍

優

勢

の
条

り
。

〔

散

:

両
陣

已

二
破

シ
後
兵

皆

・
,乱

デ
惣
大
将

ノ
勢

ト

一
所

ニ
ナ
ラ

ン
ト
崩

レ
落

テ
引

ケ

ル
間

伊

田
波
多

野
ノ
者
共
余

ス
ナ
洩

ス
ナ
ト
喚
キ
叫

テ
追
懸

タ
リ
石
厳
苔
滑

カ

ニ
シ
テ
荊
棘

●

●

●

道
ヲ
塞
タ
レ
ハ
引
者
モ
不
二
延
得
一返
ス
兵
敢
テ
不
打
云
事
ナ
シ
中
ニ
モ
後
藤
三
郎
左
衛

門
基
明
同
五
郎
小
国
播
磨
房
伊
勢
左
衛
門
太
郎
疋
田
藤
六
佐
々
木
弾
正
忠
綱
同
能
登
権

L回

腋
尻
-

踏

守
新
谷
入
道
薦
田
弾
正
左
衛
門
河
勾
彌
七
同

・
兵
庫
助
粟
生
田
左
衛
門
次
郎
落
止
グ
グ

麟
磯
翻
蓋

こ
の
部
分
、
玄
玖
本
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

二
陣
ノ
破
シ
後
此
陣
ノ
兵
モ
皆
舞

総
大
将
譲

ノ
勢
ト
一
所
二
成
ン
ト

崩
落

テ
行
ケ

ル
間
右
衛
門
佐

ヲ
始

ト

メ
位

田
波
多
野

ノ
者
共
余

ス
ナ
漏

ス
ナ
ト
唱
喚

テ

追
懸

タ
リ
赤

松
弥
次
良
舎
弟
五
郎
同
彦

五
郎

三
人
引
留

テ
此

ヲ
返
サ

テ
挽
程

ナ
ラ

バ
誰

ー
レ
ト
モ
踏
留
ル
者
無
リ
ケ
レ
ハ
後
藤
三
郎
左
衛
門
尉
同
五
郎
小
国
播
磨
守
伊
勢
左
衛
門
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太
郎
疋
田
藤
六
魚
住
大
夫
房
佐
々
木
弾
正
忠
同
能
登
権
守
新
屋
入
道
薦
田
弾
正
左
衛
門

尉
河
勾
弥
七
瓶
尻
兵
庫
助
粟
生
田
左
衛
門
二
郎
等
繋

所
々
ニ
テ
被
討
ニ
ケ
リ

コB
の
例
と
同
様
、
点
線
部
は
永
和
本

(宝
徳
本
)
に
特
徴
的
な
詞
章
、
波
線
部

は
玄
玖
本
に
特
徴
的
な
詞
章
で
あ
る
。
西
源
院
本
は
玄
玖
本
に
同
じ
。
玄
玖
本

・

西
源
院
本
は
赤
松
弥
次
郎
兄
弟
の
奮
戦
を
記
す
所
に
特
色
が
あ
る
。
神
田
本
は
こ

こ
で
も
永
和
本

・
玄
玖
本
両
者
の
特
徴
を
併
せ
持

っ
た
詞
章
を
形
成
し
て
お
り
、

流
布
本
は
そ
の
神
田
本
的
詞
章
を
承
け
る
。

伽

「
京

軍

事

」

の

う

ち

二
月

四

日

の
細

川

清

氏

と

二
宮

兵

庫

助

と

の
対

決

の
条

・

し

　

相
模
守

ハ
元
来
リ
敵

二
少

モ

噌
」
懸

ラ
レ
テ
タ

マ
ラ

ヌ
気

ノ
人

ナ
リ
ケ

レ

ハ
桃
井

ト
名

乗

ヲ
聞

テ
少

モ
不
擬

議
哀

レ
敵

ヤ
天
下

ノ
勝
負
只
我

ト
彼

ト

功
死
生

二
有

ヘ
シ
ト

テ
是

　

　

テ

モ
只

一
騎
馬

ヲ
引
返

テ
歩

マ
セ
寄

ル
互

ニ
ア
ヒ
近

二
成

ケ

レ
ハ

一
度

二
馬

ヲ
懸
合
司
組

テ
勝
負

ヲ
セ

ン
ト
鎧

ノ
綿
囎

ヲ

ン
テ
引
著
タ

ル

三
言

ニ
ハ
不
似
桃
井

余

ニ
タ
弱

ク
覚

ヘ
ケ
レ

ハ
甲

ヲ
引
切

テ
拗
ケ
捨

テ
鞍

ノ
前
輪

二
押
当

テ
頸
掻
切

テ

ソ
差
上

タ

ル
臆

テ
郎

馳

●

等
共

ノ

.
来

タ

ル
ニ
此
首

ト
母
衣

ト

ヲ
持

セ
テ
将
軍

ノ
御
前

二
参

リ
清
氏

コ
ソ
桃
井
播

磨
守

ヲ
討

テ
候

ヘ
ト
テ
軍

ノ
様

ヲ
申

サ

レ
ケ

レ

ハ
蝋
燭

ヲ
明

二
焼

サ
セ
テ
是

ヲ
実
検

セ

ラ
ル

＼
二
年

ノ
程

ハ
サ

モ
ト
覚

へ
乍

ラ

ソ
レ
ト

ハ
不
見

へ
田
舎

二
住

テ
早

ヤ
多

年

ニ
ナ

リ

ヌ
レ

ハ
面
替

リ
シ
ケ

ル
ニ
ヤ
ト
不
審

ニ
テ

(難

鰯霧

獅
邸
神
田本
邑

西
源
院
本
は
波
線
部
を

「手

二
手
ヲ
取
組
テ
引
寄

ス
ル
」
と
す
る
。
玄
玖
本
は

永
和
本
に
同
文
。
こ
の
部
分
、
古
態
本
間
で
さ
し
て
異
同
は
な
く
、
神
田
本
も
ほ

ぼ
同
文
で
あ
る
。

桐

「京
軍
事
」
の
二
月
十
五
日
合
戦

の
記
事
の
冒
頭
・

し
二
月
十
五
日
ノ
朝
ハ
東
山
ノ
勢
共
上
京

へ
打
入
テ
兵
根
ヲ
取
ル
由
聞
ヘ
ケ
レ
ハ
蹴
散
力

階

・

サ
ン
ト
テ
苦
桃
兵
部
大
輔
尾
張
左
衛
門
佐
五
百
余
騎
ニ
テ
東
寺
ヲ
打
出

一
条
二
条
ノ
間

ヲ
ニ
手
二
成
テ
打
廻
ル
是
ヲ
見
テ
細
河
相
模
守
清
氏
畠
山
尾
張
守
舎
弟
式
部
大
輔
佐
々

　

木
黒

田
判
官
結

城
中
務
大
輔
千
余
騎

ニ
テ
河
原
ヲ
西

へ
渡
リ
尾
張
左
衛
門
佐
力
後

陣

二

M

朝
倉

下
野
守

力
五
十

騎
計

ニ
テ
通
リ
ケ

ル
ヲ
追
攻

テ
討

ン
ト
六
条
河
原

ヨ
リ
京
中

へ
懸

入

ル轟

蕪

赫

神田本謬

玄
玖
本
と
西
源
院
本
は
同
文
で
、
永
和
本

(宝
徳
本
)
と
は
波
線
部

の
人
名
を

欠
く
他
や
や
異
同
が
あ
る
。
流
布
本
は
西
源
院
本
の
詞
章
を
承
け
る
。
書
陵
部
本

・
毛
利
家
本
は
永
和
本
に
ほ
ぼ
同
じ
。

切

「京
合
戦
事
」
の
う
ち
、
三
月
十
二
日
の
佐
々
木
崇
永

・
土
岐
桔
梗

一
揆
の

し活
躍
の
部
分
。

那
須
力
討
死
二
東
寺
ノ
敵
機
二
乗
ラ
バ
合
戦
又
難
儀
二
成
ヌ
ト
危
ク
覚
ヘ
ケ
ル
威
二
佐

　

々
木
六
角
判
官
入
道
崇
永

ト
相
模
守
清
氏

ト
両
勢

一
手

二
成

テ
七
条
大
宮

へ
懸
抜

テ
敵

ヲ
西

ニ
ウ
ケ
東

二
顧

テ
入
替

々
々
半
時
計

ソ
戦

タ
ル
東
寺

ノ
敵

モ
此

ヲ
先
途

ト
思
ケ

ル

ニ
ヤ
戒
光
寺

ノ
前

二
掻
楯
掻

テ
打

テ
出

々
々
火

ヲ
散

シ
テ
戦
ケ

ル

ニ
相
模

守
薄
手
数
所

二
負

テ

ス
ハ
ヤ
討

レ

ヌ
ト
見

ヘ
ケ
レ

ハ
崇
永
彌
進

テ
是

ヲ
討

セ
シ
ト

ソ
戦

フ
タ

ル
斯
庭

皆

愚
ミ

ニ
土
岐
桔
梗

一
揆
五
百
余
騎

・
悪
手

二
替

ラ
ン
ト
進
ケ

ル
ヲ
見

テ
敵

モ
悪
手

ヲ
ヤ

引

　

　

タ
リ

ケ
ン
掻
楯

ノ
陰

ヲ

ハ
ッ
ト
捨

テ
半
町
計

ソ
引

タ
リ
ケ

ル
敵

二
息

ヲ
継
セ

ハ
又
立
直

ト

ス
事

モ

コ
ソ
ア
レ
ト
テ
佐

々
木

ト
土
岐

ト
掻
楯

ノ
内

へ
入

テ
敵

ノ
陣

二
入
替

ラ

ン
ト
シ

モ

堀

旗
ヲ

ケ

ル
カ
廻

ル
程

・
猶
遅

ク
ヤ
覚

ヘ
ケ

ン
佐

々
木
力
旗
差

・
次
郎
竿
ナ
カ
ラ

・
・
内

へ
投

　
カ

入

テ
其

・
身

ハ
麗

テ
掻
楯

ヲ
上
リ
越

テ
ソ
入

タ
リ
ケ

ル
其
後
相
模

守
ト
桔
梗

一
揆

ト
左

右

ヨ
リ
回

テ
掻
楯

ノ
中

へ
入

リ
南

二
楯

ヲ
突
双

テ
一二
千
余
騎

ヲ

一
所

二
集

メ
向
城

ノ
如

へ

関

ク

ニ
テ
踏

セ
タ
レ

ハ
東
寺

二
籠

ル
敵
軍

ノ
勢
気

ヲ
屈

シ
勢

ヲ
呑

レ
テ
城
戸

ヨ
リ
外

ヘ
ハ

出

サ
リ
ケ
リ
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要紀学大良奈

　
り
ほ
り

(
永
和
本

57
下

58
上
、
流
布
本

4
4
)

り
ゐ
り
ゐ

佐
々
木
崇
永

・
細
川
清
氏

・
土
岐
桔
梗

一
揆

の
活
躍
が
危
機
を
救

っ
た
と
述
べ

る
こ
の
記
事
、
古
態
本
の
中
で
は
玄
玖
本

・
神
田
本

・
西
源
院
本

・
南
都
本
に
な

く
、
永
和
本

(
宝
徳
本
)
に
の
み
存
す
る
。
毛
利
家
本

・
書
陵
部
本

・
天
正
本

・

梵
舜
本

・
流
布
本
に
は
あ
り
、
永
和
本
を
承
け
て
い
る
・。
永
和
本
に
佐
々
木
氏
関

係
の
叙
述
が
多

い
と
さ
れ

る
一
例
で
あ
る
。

捌

「
八
幡

御

託

宜

事

」

の
末

尾

し
子

ヲ
大
将

ト

メ
父

ヲ
攻

ン

ニ
天
豊
許

ス
事

ア
ラ

ン
ヤ
始

メ
遊
和
軒

ノ
亭
嬰

力
天
竺
震
且

ノ
例

ヲ
引

テ
今
度

ノ
軍

二
宮
方
勝
事

ヲ
難
レ
得
ト
眉
ヲ
輩

テ
申

シ

、
ケ

ニ
モ
理
ナ
リ
ケ

リ

ト
今

社
思

ヒ
知

レ
タ
レ

(辮

鑑

晦
神
田本
納3

玄
玖
本

・
西
源
院
本

・
神
田
本

・
流
布
本
な
ど
多
く

の
本
は
右
の
文
の
後

に
、

東
寺
の
門
に
立
て
ら
れ
た
落
首
三
首
を
載
せ
る
。
こ
の
三
首
は
京
合
戦
で
敗
れ
た

石
塔

・
山
名

・
桃
井
を
謁
し
た
も
の
で
あ
る
。
永
和
本

(
宝
徳
本
)
と
同
じ
く
落

首
を
載
せ
な
い
伝
本
と
し
て
は
毛
利
家
本

・
書
陵
部
本

・
義
輝
本

・
天
正
本

・
野

尻
本

・
米
沢
本
な
ど
が
あ
り
、
毛
利
家
本

・
書
陵
部
本
は
波
線
部
の
人
名
を

「
朴

翁
」
と
す
る
。

コ

永
和
本
の
み
は
13
の
例
文

の
後
に
、
章
段
名
は
な

い
が
約
二
千
字
強
に
及
ぶ
鶯

〔

(10
)

と
ウ
ソ
と
の
謁
刺
的
な
落
書
を
載
せ
、

そ
の
奥
に

(マ
マ)

(マ
マ)

永
和
元
年
三
月
嵯
峨
釈
迦
堂
大
念
仏
中
其
門
前
二
立
札
也
狂
言
椅
語
之
謬
ヲ
以
テ
仁
議

礼
智
信
之
実
ヲ
知
セ
ン
ト
ノ
意
欺

(60
下
)

と
記
す
。
注

(
10
)
に
記
し
た
よ
う
な
寓
話
を

『太
平
記
』

の
本
文
と
看
倣
す
べ

き
か
否
か
は
、
永
和
本
以
外
の
諸
本
に
は
伝
わ
ら
な

い
の
で
判
断
に
慎
重
さ
を
要

す
る
所
で
あ
る
。
が
、
永
和
元
年

(
一
三
七
五
)
三
月
と
い
う
立
札

の
年
時
が
明
記

ユ

さ
れ
て
お
り
、
も
し
現
在
み
る
よ
う
な
四
十
巻
本

(最
終
記
事
は
応
安
四
年
37
)
が

　

こ
の
時
点
で
存
在
し
た
な
ら
ば
、
年
時
か
ら
言

っ
て
巻
四
十

の
末
尾
に
該
話
が
置

か
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
永
和
本
の
よ
う
に
巻
三
十
二
の
末
尾
に
永
和
元
年
の

落
書
が
あ
り
、
そ
の
後
に
巻
三
十
三
以
下
の
永
和
元
年
以
前

の
記
事
が
続
く
の
は

極
め
て
不
自
然
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
高
乗

勲
氏
の
言
う
よ
う
に
巻
三
十

二
で

『太
平
記
』
が
終
わ

っ
て
お
り
、
全
体
の
結
び
と
し
て
寓
話
が
置
か
れ
た
と

考
え
る
な
ら
ば

一
応
納
得
は
ゆ
く
が
、
し
か
し
こ
の
場
合
も
、
文
和
四
年

(
=
二

五
五
)
の
記
事
の
後
に
、
何
故
約
二
十
年
間
の
空
白
を
お
い
て
永
和
元
年

(
=
二

　け
　

七
五
)
の
落
書
が
記
さ
れ
る
の
か
、
説
明
に
苦
し
む
。
結
局
、
該
話
は

『太
平
記
』

の
本
文
と
は
み
な

い
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
を

『太
平
記
』
と
全
く
無
関
係

で
あ
る
と
言

い
切
る
こ
と
に
も
、

い
さ
さ
か
た
め
ら
い
を
覚
え
る
。
年
時
表
記
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を

『太
平
記
』

の
中
の
適
当
な
場
所
に
置

い
て
も

(巻
三
十
二
の
大
尾
は
適
当
と
は
思
わ
れ
な
い
)
不

自
然
で
は
な
い
。
但
し
、

「雲
景
未
来
記
事
」

・
「北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
」

な
ど
の
政
道
批
判
記
事
に
比
す
る
に
、
や
や
異
質

で
、
該
話
は
政
道
批
評
と
い
う

よ
り
も
武
家
支
配
の
時
勢
相
に
対
す
る
露
骨
な
嫌
悪
感
の
表
出
で
あ
り
、
ま
た
そ

れ
が
た
め
に
人
な
ら
ぬ
鶯

・
ウ
ソ

・
花
を
登
場
さ
せ
彼
ら
に
語
ら
せ
る
と
い
う
寓

話
形
式
を
と
る
。

つ
ま
る
所
、

『太
平
記
』
に
載
せ
る
に
相
応
し
い
政
道
批
判
記

事
に
発
展
す
る
可
能
性
は
あ

っ
た
も
の
の
、
そ
の
内
容

・
形
式
か
ら
言

っ
て
政
道

批
判
的
記
事
の
素
材
の
域
、
文
字
ど
お
り
落
書
に
と
ど
ま

っ
た
と
み
て
お
く
の
が

よ
い
だ
ろ
う
。

該
話
が
永
和
本
以
外
の
諸
本
に
伝
わ
ら
な
か

っ
た
理
由
に
つ
い
て
高
乗
氏
は

こ
の
内
容
が
武
家
方
と
か
な
り
強
く
非
難
し
て
い
る
の
で
、
将
軍
治
下
の
當
時
に
於
て

は
こ
れ
を
意
識
的
に
削
除
し
た
の
で
は
な
い
か

(38
頁
)

　は
　

と
述
べ
て
い
る
。
玄
玖
本
な
ど
多
く
の
諸
本
が
、
京
合
戦
で
将
軍
方
に
敗
れ
た
石

塔

・
山
名

・
桃
井
を
謁
刺
す
る
落
首
を
の
せ
る
の
は
、
永
和
本
に
こ
の
武
家
批
判
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の
寓
話
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
の
上
で
の
さ
し
か
え
で
あ
る
と
考
え
、

に

『太
平
記
』
の
成
立
事
情

の

一
端
を
窺
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ

こ

判
り
、
巻
三
十
二
に
限

っ
て
は

一
概
に
後
出
本
と
退
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な

っ
た
。

四

結
び

宝
徳
本
の
特
徴
的
な
詞
章
を
十
例
余
掲
げ
、
永
和
本
と
の
校
異
を
示
し
た
が
、

い
ず
れ
も
同
系
統
内
で
の
微
細
な
異
同
と
看
倣
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
例
示
し
た
以

外
に
も
、
十
字
以
内
の
短

い
異
同
で
年
時

・
固
有
名
詞
な
ど
で
永
和
本
に
の
み

一

致
す
る
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
以
上
に
よ
り
、
宝
徳
本
巻
三
十
三
の
本
文

は
永
和
本
巻
三
十
二
の
本
文
に
最
も
近

い
系
統

で
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
、
南
北

朝
後
期

の
本
文
を
伝
え
て
い
る
と
言
え
る
。
宝
徳
本
巻
三
十
三
の
巻
頭
目
録

の
う

ち

「東
寺
合
戦
事
」
に
付
さ
れ
た

「応
永
廿
三
年
丙
申
当
六
十
年
」
と
い
う
注
記

か
ら
、
宝
徳
本
巻
三
十
三
の
祖
本
は
応
永
二
十
三
年

(
一
四
一
六
)
に
は
存
在
し
た

(
13
)

と
推
測
し
た
が
、
本
文
詞
章
の
上
か
ら
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
、
更
に
は
応
永
以
前

に
も
湖
り
得
る
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
を
宝
徳
本
の
他
の
巻
々
に
ま
で
お
し
拡
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か

は
、
他

の
巻
に
は
永
和
本
に
相
当
す
る
南
北
朝
期

の
写
本
が
存
在
し
な
い
以
上
、

確
認
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
宝
徳
本

の
独
自
異
文
の
中
に
は
、
諸
本

に

比
し
て
古
態
を
示
す
と
判
定
で
き
る
記
事
が
多
く
、
強
ち
強
引
す
ぎ
る
と
も
言
え

ま
い
。
そ
れ
ら
は
個
々
の
箇
所
で
の
検
討
課
題

で
あ
る
。

ま
た
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
流
布
本

の
本
文

(そ
し
て
そ
の
前
段
階
の
本
文
で
あ

る
梵
舜
本
)が
、
あ
る
部
分
は
永
和
本
、

あ
る
部
分
は
玄
玖
本
、
ま
た
別
な
部
分
は

神
田
本
、
と
い
う
よ
う
に
古
態
の
何
本

か
の
本
文
を
承
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
既
に
指
摘

の
あ
る
、
神
田
本
の
本
文
が
永
和

本
的
本
文
と
玄
玖
本
的
本
文
の
混
合
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
も
明
瞭
に
み
て
と

れ
た
。
さ
ら
に
、
甲
類
本
よ
り
は
後
出

と
さ
れ
る
乙
類
本
に
分
類
さ
れ
る
書
陵
部

本
の
巻
三
十
二
が
、
宝
徳
本
と
共
に
永
和
本
系
統

の
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
も

注(1
)
高
乗

勲

「
永
和
書
写
本
太
平
記

(零
本
)
に

つ
い
て
」

(
「
国
語
国
文
」
24
巻

9
号
、
昭
和

30
年
9
月
)

(2
)

こ
こ
で
い
う
巻
三
十

二
と

は
、
玄
玖
本

・
神
田
本

・
西
源
院
本

な
ど
所
謂
甲
類
本

に
お
け

る
巻
三
十

二
に
相
当
す

る
部
分

の
こ
と
を
指
す
。

(3
)
長
谷
川

端

『太
平
記

の
研
究
』

(昭
和

57
年
3
月
、

汲
古
書
院
刊
)
鵬
頁
。

(
4
)
鈴
木
登
美
恵

「太
平
記
諸
本

の
先
後
関
係

ー

永
和
本
相
当
部
分

(巻

三
十

二
)

の
考
察

1

」

(
「
文
学

・
語
学
」

40
号
、
昭
和
41
年
6
月

)

(
5
)

注

(
4
)

に
同

じ

。

(6
)
拙
稿

「尾
張
藩
士

の

『太
平
記
』
研
究

ー

宝
徳
本

・
駿
河
御
譲
本

・
両
足
院
本

の
こ
と

な
ど

ー

」

(
「
青
須
我
波
良
」

29
号
、
昭
和
60
年
6
月

)

(
7
)
拙
稿

「
宝
徳
本

『太
平
記
』
復
元
考

ー

河
村
秀
頴
校
合
本

に
よ
る

ー

」
(
「
奈

良
大
学
紀
要
」

14
号

、
昭
和

60
年

12
月
)

(
8
)
宝
徳
本

の
本
文

は
、
厳
密

に
言
え
ば
整
版
本
そ

の
ま
ま
の
部
分

と
、
秀
頴

の
朱
筆

校
異

に
よ
る
部
分
と

を
区
別
す

べ
き

で
あ

る
が
、
煩
雑
に
な
る
の
で
省
略

し
た
。

以

下
、
例
文
掲
示

の
箇
所

に

つ
い
て
は
、

そ
れ

に
相
当
す
る
刊
本

の
頁
数

を
示
す
。
使

用

テ
キ

ス
ト
は
次

の
と
お
り
。

・
永
和
本
-

雄
松
堂
書
店
刊
古
典
籍
覆
製
叢
刊
に
付
さ
れ
た
鉛
印
。

・
玄
玖
本
-

勉
誠
社
刊
影
印
本
第
四
冊
。

。
神
田
本
ー

国
書
刊
行
会
刊
活
字
本
。

・
西
源
院
本
ー

刀
江
書
院
刊
活
字
本
。

・
流
布
本
-

日
本
古
典
文
学
大
系
本
第
三
冊
。

他
に

。
義
輝
本
-

勉
誠
社
刊
影
印
本
第
四
冊
。

。
梵
舜
本
-

古
典
文
庫
刊
影
印
本
第
八
冊
。
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右

以
外

の
諸
本

は
紙
焼

写
真

に
よ
る
。

(
9
)
書
陵
部
本

(架
蔵
番
号

㎜

・
92
、
四
十
巻

二
十
冊
)

は

『書
陵
部

和
漢
図
書
分
類

目
録

増
加
一

』

(
昭
和

43
年
4

月
)

に

「
太
平
記
四
〇
巻

江
戸
初

」

(
21
頁
下
)

コ

と
あ
る
も

の
で
、

江
戸
初
期
頃

の
写
本

(
全
巻

一
筆
書
写
)
。
本
文

の
詳
細
は
未
調

査

で
あ

る
が
、
大
旨
毛
利
家
本
系

統
の
本
文
を
有
す

る
か
と
推

さ
れ
る
。
例
え
ば
巻

二
十
七

は
上

・
下

に
分

け
、
賀
名
生

皇
居
事
か
ら
直
冬
西
国
下
向
事

ま
で
を
上
巻
、

天
下
怪
異
事

か
ら
大
礼
事
ま

で
を
下
巻
と
し
、

こ
の
あ
り
方

は
毛
利
家
本

に
等
し

い
。

但
し
、
毛
利
家
本
と

は
異

な
る
本
文

を
持

つ
所
も
少
な
く
な

い
。
問
題

の
巻
三
十

二

は
毛
利
家
本
系

で
は
な
く
、
永
和
本

・
宝
徳
本

系
統

の
本
文
を
持
ち
、
書

写
年
代
は

新
し

い
が
南
北
朝
期

の
本
文

の
様
相

を
伝

え

て
い
る

こ
と

に
な
る
。
詳

し

い
検

討
が

必
要
な
伝
本

で
あ

る
。

(10
)

こ
の
落
書

の
内
容

を
粗
述
す

る
。

今
年

の
春

は
洛
中
洛
外

に
梅
桜

な
ど
の
花
が
少
な

い
。
何
故
か
と

い
え
ば
、

ウ
ソ

と

い
う
鳥
が

つ
ぼ

み
の
頃
か

ら
食

い
尽
く
し
た
か
ら
だ
と

い
う
。

そ
こ
で
鶯
が
ウ

ソ

を
問

い

つ
め

る
と
、

ウ
ソ
は
こ
う
答

え
た
。

近
年
は
花
ど
も
が
世
相

を
知

ら
な
い
の
に
腹
が
立
ち
、
そ
れ

で
食

べ
た
の
だ
。
花

の
都
と

い
う
も

の
は
、
十
善

の
君

が
主
人
と
し

て
卿
相
雲
客
と
共

に
春

の
御

遊
を
し

梅
桜

の
花
を
叡
覧
あ

る
の
が
本
来

の
姿
で
あ
る
。
が
、

い
ま
都
は
征
夷
将

軍
に
支
配

さ
れ
、
洛
中
に
は
武
家
が
充
満
し

、
天
皇
は
古
御
所

の
内
裏

に
お
か
れ

て
い
る
。
ま

た
三
種

の
神
器
を
帯
す

る
帝

は
吉

野
の
山
中

に
わ
び
住
ま

い
し
、
仕
え

る
人

も
少
な

く

て
困
窮
を
き
わ
め

る
。

こ
ん
な
世
相

で
は
百
王
守
護
の
八
幡
大
菩
薩
も
藤

氏
の
守

で
あ
る
春
日
大
明
神
も
お
悩

み
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
は
日
吉
社

の
神
威
が
軽

ん
ぜ
ら

れ
る

の
も
歎
か
わ
し

い
。
し

か
る
に
花

は
何

心
も

な
く
咲
き
、
心
な

い
夷

ど
も

に
見

物
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
花

の
都

を
守

る
神

は
、
こ
う
し
た
花
を
憎

ん
で
私

(
ウ

ソ
)

に
花
を
食

い
尽
く
す

よ
う
神
勅

を
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
と
。

鶯

は
ウ
ソ
の
言

に
説
き
伏
せ
ら

れ
、
世

の
道
理
を
悟
る
の

で
あ
る
。

(11
)
注

(
1
)

の
解
説

は
、

「
難
太
平

記
に
恵

珍
上
人
が
直

義

の
許

に
持
参
し

た
太
平

記
は
三
十
余
巻

で

(中
略
)
、

こ
の
三
十
余

巻
と

い
う
の
が
こ

の
三
十

二
巻
本

で
、

永
和

の
初
頃

に
は
完
成

し
て
お
り
、

こ
れ
に
嵯
峨
釈
迦
堂
の
立
札

の
記
事

と
し
て
寓

話
が
附
加
さ
れ

た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
(
36
頁
上
)
と
す

る
が
、
全
面
的

に
は

従

い
難

い
。

(
12
)
注

(1
)

に
同

じ
。

(13
)
注

(7
)

の
論
文

34
頁
。

〔付
記
〕

諸
本

の
閲
覧

・
複
写

に
際
し

て
御
高
配
を
賜
わ

っ
た
図
書
館

・
文
庫

に
深
謝
申
し
上
げ

る
。小
稿
は
昭
和
六
十

一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

(
一
般
研
究
◎
)

に
よ
る
研
究

成

果
の

一
部

で
あ
る
。

(,
86

・
9

・
10
)
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